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伊豆・小笠原諸鳥|こおける背iX凹地の最北端に位置する八丈凹地において深梅曳

航体等による調査を行い，それをもとに凹地中央部の小海丘において２回の楢航調

査を行った。

これらの調査の結果以下の知見を得た。

１）凹地中央部の小梅丘の頂部lと恐らく南北性の方向をもつ幅200 ～500m, 深さ

数10 ～100  mの窪みが数本存在する。

２）凹地の表面は全般的に大小さまざまの鰹石礫|こ覆われていた。しかし小梅丘で

はふもとから頂郎に向い，鰹石礫の径が減少し，その表面の付着畦生物か減少Ｌ．

表面のマンガン酸化物の被観もなくな。ていくこと|こ加え，毘灰色のガラス質の火

山砂が量・径とも増加していうた。

３）さら|こ頂祁には露岩も見られた。採取された試料は新鮮な石英安山岩貿のもの

であった。

jal上のことはこの小梅丘の頂部を噴出場とする，比較的新Ｌい火山活動があった

ことを示唆しているものと思われる。

４）小海丘中馥倡で梅水の ’ゆらぎ･ を視認した。その場所の周囲では海水温の嘔

圈や逆転層もあり，また堆積勧中の君度も周囲の海水より約0.22‘Ｃ 高か。た。こ

れらのことはこの小淘丘が現在も熱的に活発である可能性を示しているかも知れな

いが，この梅域は黒潮の彫響で，潮流が遠く，その彫響も考えられる。

GEOLOGY  AND  MICROTOPOCRAPHY  OF THE
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JAMSTEC  surveyed  the northern  pari of the Hacfujyo  Depression,  wliich

occupies  the  northernmost  extension  of  the back  arc depression  of the Izu-

Bortnui  arc, by  deep-towing  side scan snar, camera,  CTD,  etc. in July  1985,

November  1986  and  April 1987.  On  the basis of  the results, SHINKAI2000

dived  at a smalJ knoU  situated in the centraJ part of the Hachijyo  Depression.

The  Main  results were  as follows:

●ｌ海洋科学技術センター

゛z Hawaii University

１２ ７



1) The  elevation of the knoll above the surrounding sea floor was about 800

m  (the water depth  of the crest was about 300 m). A  few small depres-

sions with, maximum  depth of about 100 m  were found ors the west.

2) The  surface of  the  Hachijyo  Depression  was  widely  covered  with

pumiceous  rock  fragments  of  various sizes (the maximum  size was

thought  to be more  than 3 m). On  the surface of the knoll, the size of

the  pumiceous  and Mn-coated  rock fragments and the amount  of fauna

growing  on  the fragments decreased with elevation. Moreover, black to

gray-colored glassy volcanic sand appeared from  the middle  flank of the

knoll, and  the size and  amount  increased with elevation. Large blocks

and  outcrops of volcanic rock or volanic breccia were found  around the

crest of the knotl.

3) The  samples  obtained  by  deep-towed  fish and  SHINKAJ  2000  were

dacitic.

These  results suggest that the eruption sites of these volcanic rocks were

situated at the crest of the knoll. The  vokanism  which  produced  these

volcanic materials must  have  occurred  recently  (probably  within  the

Quaternary  period), because all these samples seemed  very fresh.

On  the middle flank of the knoll (where water depth was about 500 m),

shimmering  water  was  recognized during a SHINKAJ  2000  dive. Moreover,

temperature  reverse zones were  recognized in some  XBT  and STD  profiles.

On  the middle flank, the subsurface sediment temperature was 0.22° C higher

than  that of  the surrounding  sea water. These  phenomena  suggest the

possibility of hydrothermal  activity. An  other  possible cause is disturbance

by  the rapid current an  effect of  the Kuroshio  moving  over the rough

surface.

1. はじ めに

伊 豆・小笠原弧lとおいては， その南に 綾くマ リ

ア ナ弧|こおけ るマ リア ナト ラフのような 活動的で

かつ明 瞭な 背弧海盆を俾 っていない。しかし西之

島か ら八丈島|こ至る伊豆・ 小笠原 弧のすぐ背弧圃|』

には背 弧凹 地と呼ばれ る凹地 が断続的|と存在 する

（Ｔａｍａｋｉ ｅt.al ｡ 1981  )。こ の背弧凹 地は背 弧

拡大 の初期段階 のもので あると考え ら れて い る

(Tamaki et.al  1981
≫

玉木他1981 ，Ｈｏｌｚa

and Tamaki 1985 など ）。

八丈凹地 は伊豆・小笠 原弧の背弧凹 地では 最北

端のもので， 背弧拡大|こ伴う諸構造が初期的あ る

いは 未発達であると 見られてい る。

こ の八丈凹 地 の北 部海域 （図 １）において， 海

洋科学技 術センターでは 昭和 ６０年７月にr な っ
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しま亅 を用いて深海曳航体等による欄査を実施し

た。その結果をもとに。「しんかい2000 」によ

る潜航調査が昭和６１年 Ｈ 月に２回行われた（第

２５５潜航，観察者:Maiahoff ， 第258 潜航，

観察者: 仲）。更に，これらの結果を受けて昭和

６１年１１月と６２年４月に「かいよう」を用いて;

同じく探梅曳航体等による調査が行われた。

本犒では以上の調査により得られた結果の概要

を報告する。

2. 加耄の概要

Ａ．昭和６０年７月の「なつしま」による調査

本調査では図li こ示す海域において，「しんか

い2000 」による潜航の事前調査として，まずＰ

ＤＲによる測深を実施した。次に晦底の微細地形



図 １　調査海域図 。枠は 調査海域を示す。

航での観察事項の確認を行･。た。

この両潜航の航跡を図 ２に示す。

Ｃ．昭和６１年１１月及び６２年４月の｢ かいよう｣

による調査

第２５５，２５８瀲航の靡甄い出された海水羈の逆

転等の異常が，その後も存在しているか，あるい

は。その広がりはどの程度のものであるかを調べ

るため, XBT を多点投下し。さら|こ深海曳航体

装着のＣＴＤを用い，小海丘周辺での海水温の測

定を行った。また｢ しんかい２００{}亅 が潮流のた

め到達で きなかった小海丘付近を深海カメラを曳

航し海底観察を行った。

６２年 ４月の調査では，直下のみのナローピーム

測深を小海丘周辺に限定して行った。さらに70

kHZ のサイドスキャンソーナーを小海丘|こおいて

探査のレンジを狭くし，精度を上げて曳航した。（海上保安庁刊行，２０万分の １梅底

地形図Ma6364,  6365,  6421.

6422 を簡略化）

Fig. 1. I  ndcx map ｏｆ study area. 111e

boχ indicates the study area・

Simplified from ｌ:200,000 bathymetric

map Ml6346. 6345.  6421 、and

6422.  Maritime Safety Ａｇｅｎｃy ）

及び底質調査のため，測深を実施した 範囲のほぼ

全域をカバ ーできるように，70kH2 のサイドス

キャンソ ーナーの曳航調査を行った。さ らに深海

カメラ（Ｔ Ｖ及び スチールカメラ）をほぽ６ｂ に

わたり曳航し，海底の観察を行った。

Ｂ．「しんかい2000 」による潜航調 査

i） 揶２５５湘航（昭和 ６１年 Ｈ 月 １３日，観察

者: ＭＡＬＡＨＯＦＦ ）

60 年の事前調査の結果をもとに八丈凹地北 邸

の中央部の小湊i丘に潜航を実施した。 小海丘のふ

もとlご着底し，小海丘の斜面沿いに上昇し，その

間，目 視観察，岩石採取等を行った。 水深 ５００ｍ

付近で潮流のため浮上した。

ii） 第２５８潜航（昭1［］61年 １１月18 日。観察

者: 仲）

第255 潜航の航跡の途中に当る地点|と普底した。

その後第255 潜航で実施できな かった 堆積物 採

取，堆穡物中 の温度測定を行うと伴に，揶２５５潜

3. 躙頁 桔桑

Ａ．地　 形

ＰＤＲ測深|こより得られた結果をもと|と作成し

た地形図を図３に示す。この範囲内では梅上保安

庁刊行の2C 万分のｌ の海底地形図（海上保安庇

1986a ．1986b ） に示されている酒り，凹地

は1000m 前後の水深の平坦部からなり，その中

央部と， 西縁部にそれぞれそれらの頂上の水深が

約３００ｍと５００ｍ の高まりが存在する。西縁の

ものは南北に延びた梅嶺状を呈しているが，中央

部のものは同様に南北に尾根を引いているように

見られるが，その比高は小さく。むしろ海丘状の

形態を呈している。

この中央郎の晦丘状の高まり（以下小海丘と略

す）lこついてナロービーム測深で得られた地形図

（図 ４）ではさらに詳繻な地形が判別できる。小

海丘の側面は １０ °ｇ 上の比較的麁斜面である。

頂部では深さが最大１００ｍに達し， 幅は ２００ｍ

ｇ 上の 南北の方向性の窪みが認められる。

図５のサイドスキャンソ ーナ一の解釈図を上述

の測深Sこよる地形上の特徴と比較すると，1000

m 前後の水深の平坦部は， 全般的に比較的均一な

弱い反射を示す記録が得られている。これ|こ対L。

小海丘は全体として強い反射を示している。この

li瀧|こは底質の彫響も含まれているため， 必ずし

も地形と一致はしていない。しかし小海丘の頂郎
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図２　 潘水船航跡図.

●: 着底点，０: 離底点，★： 試料採取点

Flg， 2. Tracks of “SHINKA12000 冐

●:initial ship p《^sition at the sea bottom

Ｏ: 恥al ship position at the sea bottom

★:sampling ｐ㎝itiｏｎ

には２～３本の窪みが読み取れる。深梅カメラの

ではこの窪みの緑4と相当する所ではない急傾韜の

alが認められた。従って頂部1こは恐らく南北性 の

地溝状の窪みが数本存在しているものと思われる。

Ｂ．底貿とその分布

「しんかい2000 亅 による潜航調査（図６）及

び深海カメラの曳航調査（図７）の結果から，本

調査海域の底賀は次のもの|ご区分で きる。

ｉ）軽石礫（写真1 ）

ii）主に灰白色火山岩岩片からなる火山砂礫

ｉ ）主に黒灰色ガ ラス質火山岩岩片からなる火

山砂（写真2 ）

iｖ）火山岩の角礫（写真３）

ｖ）火山岩（火山角礫岩？）の露頭（写真4 ）

ｖi）黄褐色泥

i）の軽石礫は本調査梅域を広く覆っていると思

われ， カメラ測線の７割以上に逓する部分で見ら

れた。軽石礫の大きさは普通３０㎝ ～ｌ ｍ程度で
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あるが，潜航調査では３ｍを超えるものも 兒られ

た。軽石はデイサイト質で。沖縄トラフで見い出

された繊維状組織を示す材木状軽石(Ｋａt０,1987)

が多く含まれていた。

水深1000 m 前後の平坦耶では軽石の巨礫のみ

が表面に見られる場合が多く， 軽石礫が海底を少

なくとも数ｍにわたり覆っていると思われる。

小海丘上にも軽石礫が見られたが，平坦部のも

のに比ベヤギ類や海綿等の付着性の生物が少なく，

礫径が小さく，表面のマンガン酸化物の被覆がな

いものが多い傾向があった。この傾向は頂部に向

いさ らに顕著であった。

n)は主に小海丘の巾腹部以浅の比較的急傾斜の

斜面上sこ分布する。火山岩岩片には軽石礫も含ま

れるか。多くはより緻密なもので，デイサイト質

のものと思われる。

ｉ)も主に小海丘の中腹部以浅の部分と，その南

に延びる尾根状の部分に見られる。小晦丘上では



図 ３　調査海域地形図．点は測深航跡を示す。ＸＩ～Ｘ７：ＸＢＴ投下点．

破線：ＣＴＤ測線

Fig. 3. Topographic map of study area.

Ｄｏｌｓ indicate lhe ship track.

XI 一X7:XBT stations

broken line: CTD track （deep tＯｗ）

図４　小海丘地形図（ナローピーみ側深による）。

点は測深航跡を示す

Fig. 4 ’Ｒ〕pographic map of llｘ knoll ，

drawn by single narrow beam

survey. ＤｏtS indicate the Ship

track.

１ ３１
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図５　ソーナー記録解釈図。強い反射を黒く表現している。

Fig. 5. Interpretative map of sonar record.  Dark ｅｄ　color indicates

hjgh reflectivity

浅くなるにつれて，底鬟中での割合が増加すると

俾|こ，礫径 も増加する。この火山砂もデイサイト

質と思われるが，特|こガラス賀なため黒灰色を呈

していると思われる。

iｖ）は小海丘の瑣部と，調査海域の東紬こ見られ

た。小海丘上では， 特に急傾斜を有する郎分のふ

もと|こあたる頂部の窪みの底や，その途中 の段上

の部分に見られた。従ってこれは崖錐性の堆積物

と考えられる。

ｖ）は小梅丘の頂鄙の特|こ窪みの緑|とあたる部分

Ｒ:見られた。

ｖi）は調査梅域の南部の水深1000  m 程度の平

坦邸の一郎にのみ見られた。

以上の目視等の岨察結果を図５のソーナーの解

釈図に当てはめた場合，水深１０｛｝０扣前後の比較

的弱い反射の部分は軽石礫lこ相当すると懋われ，

八丈凹地北部では広くデ４ サイト愼の軽石が覆っ

ていると思われる。この軽石は八丈凹地の南部か

らも報告があり（工業技術院地質調査所. 1985)
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八丈凹地をかなり広笳回にわたり覆っているもの

と思われる。また強い反射の節分は火山砂礫や火

山岩の露頭に当ると思われるが， 地形的にも急傾

斜の所が多いため，直接対応しているとは限らな

いと思われる。

Ｃ．海水及び堆積物中の温度測定

第255 潜航において小海丘斜面上の水深約500

m の付近で陶水の“ ゆらぎ″を視認した。さらに

35 258 潜航においても斜面上の水深約550m 付

近の所で同様の現象を認めた。

両潜航時の潜水船装備のＳＴＤによる温度記録

（図８）において，上述の゛ゆらぎ“の見られた

水深付近で梅水温の跳躍や逆転が認められる。

この現象の広がりを調査するため，小海丘をほ

ぼ 東西に横切る測線上でＸＢＴを６点で投下し，

各点での海水温の鉛直方向の変化を調べると俐こ，

曳航体をほぼ同一測線上で海底からの高度約30

m で曳航し，測方の変化の綢査も行った。これら

の結果をまとめた図９をみれば，特に小梅丘の中



図 ６　底質分布を示すルートマップ（「しんかい2000 」による）．

１； 軽石礫　 ２； 灰白色火山砂　３； 黒灰色ガラス質火山砂

４； 火山岩あ るいは火山角礫岩露頭

Fig. 6， Route map <  SHINKAI 2000 ）ｓhoｗing the bottom materials .

1 ； pumiceous roCk fragments ，2 ； 】ight colored volcanic sand

and gravel  , 3 ； dark colored glaｓｓy volcanic ｓａｎｄ ，4 ； outcrop

of volcanic rock ｏr volcanic breccia.

図 ７　 厩質 の分布を示す ルートマップ （深海 カメラ|こよる）．

１； 軽 石礫　 ２； 火山 岩 の角礫　 ３； 灰 白色火山砂礫　 ４； 黒灰 色ガ ラス質

火山砂　 ５； 火山岩あるいは 火山 角礫岩 露頭　 ６； 黄褐色泥

Fig. 7. Route ｍａｐ（deep t ｏｗｉｎｇ ｃａｍｅrａ）shoｗi昭the bott ｏｍ materials･

1 ； pumiceous rock fragments ，2 ； breccia of volcanic rocks ，

3 ； light ｅｏｌｏｒld volcanic rock and gravel ，4 ； dark colored glassy

volcanic ｓａrχ1 ，5 ； outcrop ｏｆ･volcanic rock ｏr volcanic breccia.

6 ； yellowish br ｏｗｎ ｍ㎡ ，
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図 ８　潜水船装備のＳＴＤによる海水温記録.

Ｆｉｇ. 8. Sea  water temperature rａ:ards of SID installed in ‘･SHINKAI 2000 “.

図 ９　曳航体装備のＣＴＤ，及びＸＢＴＩごより得られた小海丘周辺の海水

温分布の断 面図 。 各測点，渕線を図 ３に示す。

Fig. 9. Seawater temperature profile around lhe knoll surveied

by XBT and CTD installed in deep tow fi ｓｈ.

腹部以浅の所で 海水温の跳躍や，逆転が認められ

る。

第258 潜航では小海丘の中腹の水深約 ７００ ｍ

の斜 面上の，底質が黒灰色ガラス質火山砂の地点

で。 砂中の温度を測定した（東京大学地震研究所

製作の温度計を 使用）。温度計は砂中に5c ・しか

輿入しなかったが，周囲の海水に比べ, 0.22 ℃

高い 温度を記録した。

１３４

4. 考　 察

潜航調査の目視観察では， 小海丘の裾野から，

その頂郎1ご向かい，鰹石礫の径が減少し，その表面

のマンガン酸化物が少なくなり，付■性の生物も

減少していくことが認められた。これらのことは

小海丘の頂部へ向うほど軽石が新鮮なものへ変化

してい ることを示していると考えられる。 また，

小海丘中腹部以浅に分布する黒灰色の新鮮なガラ
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ス質の火山岩岩片からなる火山砂は,瑣鴿に向 かい

la，径伴に増加している。このことは黒灰色ガラ

ス質火山砂の供給源が小海丘罰部付近にあること

を略示している。

深海カメラの曳航で，小海丘頂部でデイサイト

霓と思われる火山岩あるいは火山 角礫岩の露頭を

昆い出している。

以｡ﾋ のことを合わせて 考えれば，比較的新しい

時朗に小海丘の碵部からデイサイト貿の軽石や黒

灰色のガラス質 火山砂などを供給した火山活動が

あったと思われる。 また黒灰色のガラス貿火山砂

が，小廊丘の南の延長｡匕の尾根状の高まりに も存

皀することは，この尾根状部沿いにも火山活助が

あった 可能性を示している。

この火山活動は採取された火山岩岩片等が新鮮

なものであるため。比較的最近のものと考えられ

る。しかし，現在この八丈凹地北部の中 央部の小

旬庄が活助的であることを示す直接的な証拠はな

い。小海丘中腹部での堆晴物巾の温度がやや品 か

ったことや，海水の“ ゆらぎ ’現 象や，海水温の

逆転等が，この小海丘が熱的 に活 允であ る可能性

２小しているかも知れない。しかしこの小海ａ の

|堀川では黒潮の影響で，潮流が強く，そのため海

水温の逆転等が起っている 可能性も否定できない。
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写真１　凹地平坦部に児られる軽石礫．

‘'j:a2　･小海丘中腹部の黒灰色ガラス質火山砂.

JAMSTECTR ＤＥＥＰｓＥＡ ＲＥｓＥＡＲｃ卜|

Ph  1. Pumiceous  rock fragmnets on  the flat bottoiri of the

depression.

Ph2  Dark  colored glassy volcanic ^nd  on iha tnjddse

flank of tni; knoll .



写真3

Ph 3.

一一 一一 一 一 一 一一

小海丘頂部付近の火山岩の角磯Ｂ】-rχ:cia ｏｌ ｖｏｌｃａｎｉｃ sａｎrｌ on the middle flank of the knoll.

写真４　小海丘頂部付近の火山岩あるいは火山角磯岩の露頭PH$.　Outcrop　OF ｖolG1111c l･,lck ，11’ ｙolc･aiiR- hl･叭でiil al･01111d

lht･ びｃs! ｏ!･ thc kllりn.
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